
-
一
チ
ゾ
ウ
目
像

日

諸

宗
の
例
。
下
総
の
人
。

文
永
六
年
八
且
を
以
て
生
ま
れ
、
日
間
に
恥
い
て
法

山市
の
設
を
尽
ん
だ
。
永
仁
二
年
一
=
且
日
倣
腕
に
上
治

せ
ん
と
欲
し
、
鎌品
川
を
仰
で
、
身
延
山
に
鷲
っ
て
刷

世
引
を
奔
し
、
又
佐
渡
に
航
し
て
加
国
跡
を
予
ね
、
信
に

作
ん
で
能
慨
に
赴
か
ん
と
し
た
。
時
に
石
動
山
の
上

尚
大
宮
坊
采
微
亦
倫
中
に
在
っ
た
が
、
日
像
は
之
を

併
閉
山
し
、
途
に
相
川
出
へ
て
石
動
山
に
上
っ
て
衆
徒
の

縦
遂
す
る
即
と
な
り
、
羽
咋
郡
部
谷
に
京
っ
て
寺
避

を
定
め
、
こ
の
地
方
に
於
け
る
妙
法
俳
掃
の
激
的
な

な
し
た
。
日
品
聞
が
能
賛
巡
鋭
の
期
間
に
就
い
て
は
研

究
す
べ
き
係
地
が
あ
る
。
間
都
隠
代
附
承
併
に
制
す

る
所
の
日
像
併
に
よ
れ
ば
、
そ
の
飯
合
を
品
目
し
た
る

は
永
仁
二
年
三
且
で
、
四
月
に
は
阪
に
郁
郁
に
入
。
、

H
入
日
内
裂
の
東
門
に
立
っ
て
哨
則
し
た
と
記
さ
れ

る
o
し
か
し
、
諸
告
を
綜
合
す
る
に
、
こ
の
刷
に
於

け
る
日
抽
出
の
足
跡
は
、
身
延
に
上
り
、
佐
渡
に
航
し
、

能
資
に
入
り
、
加
賀
を
経
た
徒
、
越
前
殺
到
に
於
い

て
先
制
を
折
服
し
、
X
若
狭
に
入
っ
て
後
槻
山
妙
刷
(

守
中
」
側
め
た
と
せ
ら
れ
る
。
犯
に
加
能
二
州
の
行
動

に
の
み
就
い
吃
言
ふ
も
、
腿
島
郡
石
動
山
に
上
っ
て

隷
従
の
排
斥
に
辿
ひ
、
湖
町
抑
制
谷
に
主
っ
て
妙
成

寺
の
寺
基
を
選
定
し
、
問
畑
山
骨
伎
に
日
綜
を

M
服
せ

し
め
、
河
北
郡
の
耶
・石
川
却
の
大
野
等
に
土
民
を

激
化
し
た
と
鮮
へ
る
。
こ
れ
は
到
底
一
ニ
ヶ
且
で
お

し
得
る
こ
と
で
は
な
い
。

案
ず
る
に
本
化
別
賄
側
組

統
記
に
、
日
仙
聞
が
始
め
て
治
巾
に
問
川
幽
し
た
を
永
仁

五
年
間
且
刊
入
日
に
在
り
と
し
て
ゐ
る
o

m
京
阪
代

制
承
併
は
年
を
絞
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
朕
永
一冗
年
十

一
且
十
二
日
寂
、
仰
説
七
十
四
。

ニ
チ
ダ
ツ
日
脱

日
泌
宗
の品
川
。
加
引
の
人。

俗
姓
泡
見
氏
、
手
は
空
雄
、

一
闘
院
と
親
し
た
。
本

是
院
日
迎
に
投
じ
て
出
家
し
、
阪
高
説
林
に
限
び
、

一
チ

=
チ
Z
ヨ

ウ

日

明

日

遮

宗
の
m
o
m羽
咋
郡
妙

成
寺
十
代
の
住
持
。
そ
の
仰
を
火
中
。

ニ
チ
ミ
ヨ
ウ
目
妙

日
法
宗一
の
附
。
羽
咋
郡
妙

成
寺
北
H

入
代
に
目
。
、
売
存
院
と
聴
し
、
明
和
二
年

七
月
十
六
日
五
十
四
段
で
寂
し
た
。

ニ
チ
モ
ウ
目
猛
日
誌
宗
の
品
川
o
m羽咋
郡
妙
成

寺
四
十
六
代
の
住
持
。
得
税
院
と
稿
し
、
明
治
元
年

七
且
七
日
寂
し
た
。

ニ
チ
ョ
ウ
日
一
議
日
泌
宗
の
品
川
。
鉦
隆
院
と
脱

し
た
。
河
北
側
節
村
従
来
寺
に
佐
し
、
石
川
怖
に
会

谷
山
宗

mA寺
を
聞
き
、
見
文
十
一
年
四
月
十
六
日
符
。

Z

チ
ョ
ウ
目
一
議

日

述
宗
の
併
。
如
是
院
と
稿

し
た
。
越
後
の
入
。
初
め
羽
咋
郷
妙
成
寺
四
十
代
に

回
り
、
後
又
問
寺
四
十
五
代
に
布
佐
し
、
民
間
山
二
年

一
旦
十
日
地
化
し
た
。
日
廷
は
旭
亭
と
放
し
、
悶
悶

栄
成
っ
て
山
科
談
林
の
講
主
と
な
0
、
京
本
寺
に
硝

仰
し
、
復
阪
商
ぷ
林
に
敬
授
し
、
廷判
H

入
年
身
延
山

三
十
一
代
と
止
り
て
在
職
十
九
年
に
及
ん
だ
、
一元総

巾
小
抑惜の
日
映
、
陣
文
谷
の
日
附
、
谷
中
の
日
巡
等

の
怒
川
新
泌
を
悶
ふ
る
や
、
日
脱
之
を
訴
へ
、
彩
府

は
設
に
此
等
を
天
台
宗
に
凪
せ
し
め
た
。
六
年
五
且

初
日
世
功
を
以
て
賜
ふ
に
紫
衣
を
以
て
し
た
が
、
ζ
れ

は
身
延
賜
紫
の
初
で
あ
っ
た
。
元
隊
十
一
年
九
且
七

十
三
肢
を
以
て
寂
。

ニ
チ
デ
ン
目
儒

日

諸

宗
の
伯
o
m
m咋
制
妙
成

寺
十
七
代
の
住
持
。
妙
心
院
と
郡
し
た
。
十
五
代
日

僚
を
仰
と
し
、
日
月
間
の
後
を
受
け
て
入
山
。
殿
堂
を

岡
山
放
し
、
郎
裂
を
修
糾
し
、
七
而
枇
を
私
迭
し
た
。
腿

安
中
文
句
を
正
東
山
に
講
ず
る
こ
と
五
年
、
民
治
三

年
制
じ
て
身
延
山
什
八
開
に
伎
し
、
見
文
七
年
十
且

官
三
日
絞
。
能
資
柳
川
村
の
伊
心
寺
、
越
中
泊
の
妙

愉
寺
、
金
制
仰
の
諮
都
寺
・
三
流
寺
・
陥

mA寺
は
皆
目
悼

の
山
間
制
し
た
別
で
あ
る
。

紛
刷
州
に
製
ん
で
塁
椋
を
郎
き
、
前
に
梅
木
御
前
と
も

務
せ
ら
れ
た
。

ニ
チ
ョ
ウ
日
曜
明

日
諸
宗
の
崎
山
o
m羽
咋
消
杉
山
町

屋
の
夜
。
同
部
妙
成
寺
三
十
三
代
に
居
り
、
信
珠
院

と
稿
L
、
平
和
二
年
十
月
十
九
日
寂
し
た
。

=
チ
リ
日
程

日
延
宗
の
情
。
本
是
院
と
放
し

た
。

金
相
聞
の
立品
開
寺
況
伐
に
住
し
、中
村
談
林
・
限
的

談
林
に
泉
を
郡
じ
た
。
後
文
金
探
に
桝
生
胞
を
箆
み
、

明
脳
元
年
十
二
且
寂
。
悦
生
賂
は
寛
文
十
一
年
寺
地

を
判
じ
て
、拙阿
佐
山
本
是
寺
と
政
め
た
も
の
で
あ
る
。

ニ
チ
リ
ュ
ウ
目
立

日
蓮
宗
の
伶
。

羽
咋
郡
妙

成
寺
五
代
に
佐
し
、
同
消
柴
包
村
に
本
成
寺
を
開
削

し
た
。
永
手
元
年
八
且
」t
五
日
寂
。

ニ
チ
リ
ュ
ウ
目
隆
日
謹
宗
の
例
。
珠
洲
郡山岳

訟
の
人
。
平
和
二
年
正
且
正
院
の
本
住
寺
に
入
旬
、

同
寺
十
五
代
の
住
職
と
な
っ
た
が
、
県
徳
汁
ハ
に
悩
れ

て
居
た
た
め
、水
戸
徳
川
氏
の
招
献
を
受
け
、そ
の
荷

担
所
久
昌
寺
三
味
堂
の
能
化
と
な
り
、
知
る
こ
と
三

年
に
し
て
郷
に
町
っ
た
。
文
政
十
年
七
且
腕
日
寂
。

=
チ
リ
ヨ
ウ
目
高

日

開
地
宗
の
情
。
芋
は
義
哲
。

木
明
院
と
務
し
、
金
揮
の
箆
。
身
延
山
寂
誠
一
院
日
活

の
門
人
で
、
妙
霊
山
に
四
千
び
、
染
成
っ
て
文
句
を
商

谷
間
林
に
講
じ
、
次
い
で
泉
市
妙
凶
寺
に
貰
頂
し
、

亭
保
六
年
初
咋
郡
妙
成
寺
に
入
山、

そ
の
サ
三
代
に

佐
し
、
十
五
年
僻
し
て
金
裸
綬
王
寺
に
街
。
、
十
六

年
十

一
月
十
五
日
七
十
三
厳
に
て
寂
し
た
。

-
一
チ
リ
ヨ
ウ
目
遼

日
蓮
宗
の
前
。
字
は
夜
道
、

興
源
院
と
躍
し
、
加
賀
大
製
品守
の
人
で
、
日
併
の
弟

子
で
あ
っ
た
。
中
村
談
林
に
製
び
、
直
に
玄
義
を
都

じ
、
次
い
で
文
句
を
商
谷
弁
に
雄
冠
剣
山
に
講
じ
、

延
貸
三
年
羽
咋
榔
妙
成
寺
十
九
代
に
住
し
、
丈
六
堂
・

質
問
拙
・
悶
陣
地
堂
・浴
室
を
私
這
し
た
が
、
允
融
二
年
山

内
本
提
拐
に
退
限
し
、
同
年
，1
一
且
入
日
寂
し
た
。

用
羽
咋
測
澗
谷
村
昇
街
地
。
寺
領
百

十
一
石
一

4
一
升

本

mA
坊

妙

成

苛

邸

内

議

位

妨

同

上

聞

融

扮

同

上

昌

辿

妨

向

上

一

林

坊

同

上

主

総

坊

同

上

大

館

訪

問

上

妙
成
寺
側
下

承

詑

寺

金

開

始

坂

町

野

街

地

本

長

寺

金

搾

蛤

坂

町

到

鮒

地

妙

4E
寺

金
部
泉
寺
町
地
子
地

肌
(
徳
守
金
棒
彼
，
m
川
地
子
地

常
策
寺
金
待
値
令
町
地
子
地

本

光

寺

金

保

桃

出

町

地

子

地

妙
阿
山
寺
金
抑
六
斗
林
地
子
地

本
是
寺
金
剛
伴
六
斗
林
地
子
地

本
用
品
等
金
樗
六
斗
林
地
子
地

妙
法
寺
金
制
仰
泊
問
問
地
子
地

安

立

替

金

抑

泊

削

町

地

子

地

一
前
停
寺
金
持
野
田
寺
町
拝
領
地

法
光
寺
金
制
作
野
間
寺
町
拝
領
地

妙
法
寺
金
制
仲
野
間
寺
川
拝
領
地

妙
山
県
寺
金
持
野
山
寺
町
奔
領
地

本
妙
寺
金
部
川
町
附
寺
町
洋
街
地

O
加
賀
・
滞

間
一
川

妙

成

寺

ニ
チ
レ
ン
シ
ユ
ウ
ジ
イ
ン
日
蓮
宗
寺
院

加
制

掛川
で
は
、
羽
咋
部
細
谷
の
妙
成
寺
を
如
寺
と
し
て
、

之
に
邸
す
る
も
の
滞
米
に
於
い
て
凡
べ
て
九
イ
七
ヶ

寺
あ
っ
た
。
大
山
由
寺
部
で
は
五
，
寺
を
開
封
す
る
。
そ

の
寺
統
は
左
の
迎
り
で
あ
る
。

幽 ..... ，、

j¥ 


